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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気通信係　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

Siグレーティング作製の最適条件を探索するために、本研
究ではSi基板を用いました。EB直接描画リソグラフィにより作
製したレジストパターンの走査型電子顕微鏡（SEM）画像を図
４(a)に示します。設計通りの形状が得られています。このレジ
ストパターンをエッチングによりSi基板へ転写しました。今回
作製を試みたグレーティングは、溝幅に対して何倍もの溝深
さがあるため、ボッシュプロセスを用いました。溝の側壁を保
護する工程と掘り進める工程を交互に繰り返すことで、垂直な
溝の形成が期待できます。ボッシュプロセス後はレジスト表面
にも保護膜が付着しているため、それを除去するためにO₂
アッシング処理を行いました。エッチング後のSEM画像を図４
(b)に示します。側壁がほぼ垂直の二重周期構造が形成でき
ました。

今後は、今回の検討で得られた最適条件を用いて提案素子
を作製し、特性評価実験を行う予定です。

導波モード共鳴（GMR）フィルタは、基板上の光導波路にサ
ブ波長周期の表面周期構造（グレーティング）を集積すること
で得られる波長フィルタです。我々は最近、方位角・偏光角に依
存せず傾斜角依存性の低い狭帯域透過型GMRフィルタを提
案しました。図１に設計例を示します。透過波長は1.5μm帯で
す。SiO₂ガラス基板にSiグレーティングを形成した構造であり、
この厚さ580nmのグレーティング層は導波コアとしても機能
します。グレーティングはx方向とy方向の形状が等しく、840 
nmの一周期中に幅が550nmと90nmの二つの異なる高屈折
率部分を持った二重周期構造です。

図２に厳密結合波解析による特性シミュレーション結果を示
します。傾斜角θ、方位角α、偏光角φ（図１参照）が共に0°のとき
の反射・透過スペクトルです。共鳴波長は1.517μmであり、
ピーク透過率98%、半値全幅12nmの透過スペクトルが予測
されました。図３(a)、(b)はそれぞれφ=0°とφ=90°における共
鳴波長透過率のθ、α依存性です。また図３(c)、(d)はそれぞれα
=0°とα=45°における共鳴波長透過率のθ、φ依存性です。θが
4°以内の場合、θ、φに依存せず透過率が80%以上となると期
待されます。

新規狭帯域バンドパスフィルタの検討研究報告
（委託研究）

京都工芸繊維大学　井上 純一

　光導波路薄膜表面にサブミクロンサイズの微細周期構造の加工を施すと、空間光入射に対して狭帯域なフィルタ特性が得られま
す。このようなフィルタリング現象は「導波モード共鳴」と呼ばれます。我々のグループは、新規構造による入射角度低依存の導波
モード共鳴バンドパスフィルタを提案しています。本研究では特性評価用の素子作製に先駆けて、シリコン基板への電子ビーム直接
描画リソグラフィと反応性イオンエッチングによる微細周期構造の作製を検討しました。

図１　提案している角度低依存の狭帯域透過型GMRフィルタの
設計例。(a) 鳥瞰図　(b) 上面図

図２　θ=0°、α=0°、φ=0°における反射・透過スペクトル。

図３　(a)φ=0°および(b)φ=90°における共鳴波長透過率の
θ、α依存性、ならびに(c)α=0°および(d)α=45°における

共鳴波長透過率のα、φ依存性。

図４　作製試料のSEM画像。
(a) レジストパターンの上面　(b) Siグレーティングの断面

洩のリスクを解消しつつ、それなりに有用な情報を得ることは
できないでしょうか。そこで「食品中に異物が発生する現象につ
いて原因究明方法と対策方法」を示すようにChatGPTに入力
してみます。そうすると、どのような分析手法で検証できるか、
どのような対策が必要になるか、一般的な答えが示され、「専門
家の助言を得ることも重要です」と締めくくられました。一般的
な質問に対するChatGPTの回答は、その分野の専門家にとっ
ては当たり前のことが並ぶように感じますが、検証項目の洗い
出しや整理の段階では有用な回答が得られる印象です。それで
も現時点ではまだまだ当センターの職員は、専門家として適切
な助言ができるように個別具体的な状況を検証・考察しながら
課題解決につなげる力を磨かなくてはならないようです。

　会議事務局の準備の要点など一般的なビジネススキルの確
認においては、ChatGPTは教科書のような回答を示してくれま
す。また、生成AI使用者はその回答をそのまま使うのではなく、
生成AIが教えてくれたコツやノウハウを参考に業務を組み立て
ることになりますので、たとえ不正確な情報が含まれていたと
してもそれほど大きな問題はなさそうです。その意味で生成AI
を初めて使ってみる題材としてビジネススキルの確認はオスス
メです。意外と世間一般で効果的に使われているビジネススキ
ルを職場で教えてもらえる機会は少ないものですので、色々な
気づきを得るきっかけにできそうです。

　文章の要約や校正、想定読者層に合わせた表現変換などを
効率的に行うことができます。ただし、未発表の文章は機密情
報にあたるとも考えられますので、どのような文章であれば入
力しても支障がないか組織内でルール整備が必要です。

生成AIのこれから
　この記事を執筆した8月時点から出版された10月、お読みい
ただいている現在までの間にも生成AIは急速に進歩している
ことでしょう。自動車、PC、スマホを使うのが当たり前になったよ
うに生成AIを当たり前に使う時代は近いかもしれません。
　飛躍的に進歩する技術を捉え、変化をいとわず学び続けるマ
インドを持ちながら、生成AIをどう使うか、生成AIが発達しても
人間に求められることは何かを問うことがこれからの時代に必
要なことであるように思います。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品バイオ係　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

注意すべきリスク
　生成AIを使うリスクにはどのようなものがあるでしょうか。
「入力する情報に対するリスク」と「出力された情報を利用する
リスク」の２つの観点から整理してみましょう。

　生成AIから回答を得るためにはプロンプト（指示・質問）を入
力する必要があります。人間同士のコミュニケーションでは具
体的で詳しい指示や質問を与えた方が良い働きや回答が得ら
れることが多いですが、生成AIでもそれは同様と考えられま
す。一方で入力した情報が漏洩する可能性は否定できません。
例えば、生成AIはやり取りを学習するため、他者とのやり取りの
中で情報が現れる可能性もありますし（ChatGPTでは学習さ
せない設定可能）、不正アクセスによる情報漏洩の危険性もあ
ります。つまり、企業秘密や守秘義務のある機密情報等の入力
の制限は必要になると考えられます。業務として生成AIを使う
場合は安全性と利便性のバランスを考慮した組織内ガイドライ
ンや環境を整備する必要があるでしょう。

　出力された情報をどのように使うかは使う者が責任をもって
判断しなくてはなりません。生成AIは事実に基づかない不正確
な情報を出力する場合がありますが、誤った情報を信じてし
まったために起きたトラブルの責任は人間にあります。その業
務では情報が真実である必要があるのか、そうであれば真実で
あるという裏付けや判断をどのように行うか考える必要があり
ます。また、生成AIはインターネット上の膨大な学習データを
元に回答を生成しているため、その情報を元に何かを発信する
際には誰かの著作権を侵害していないか、倫理的に不適切な表
現が含まれていないか等への細心の注意が必要となります。

活用できそうな場面
　上述のリスクを踏まえて、業務のどのような場面でどのよう
に生成AIを活用できる可能性がありそうか検討してみました。
その中から３つほど活用場面をご紹介します。

　当センターでは日々企業からの技術相談を受けており、この
業務の高度化・効率化は重要な課題です。ところが、個々の技
術相談内容は絶対に漏洩できない機密情報であり、個別具体
的な情報を生成AIに入力することはご法度です。例えば、「〇〇
工場で作った食品△△から発見された異物の原因究明」の相談
があったとします。当然この情報はそのまま入力できません。
個別具体的な情報を一般的な情報に置き換えることで情報漏

　2022年11月30日にChatGPTが公開され、生成AIは大きな注目を集めています。日本の民間企業や行政機関においても事業の
高度化・効率化を目指し、ツールとしての生成AIの導入や実証実験の取組が始まっています。生成AIは生産性や付加価値を高めるた
めの道具になり得ますが、一方で、使い方を誤ると包丁や自動車のように取り返しのつかない事故につながるかもしれません。
ChatGPTを題材にリスクと活用場面について紹介します。

応用技術課　植村 亮太
生成AI時代を生きる ～ChatGPT活用のリスクと可能性～
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